
グランドクラウドへの取り組み 

第３回テーマ 流れる雲（クラウド）よりはやく！ 
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１．弊社のご紹介 



弊社ハマゴムエイコムのご紹介 
 

創立    １９７０年 

       横浜ゴム（タイヤメーカー）のシステム部門が 

       分社化した１００％子会社 

 

資本金    １億円 

 

売上高    ４６．５億円（２００９年度） 

         

従業員数  ４０２名（２０１０年４月現在） 

 

事業所    横浜事業所（本社） 
        新橋事業所 

        沼津事業所 

 

 



システム開発 

 【金融・保険・証券】 

  融資支援ｼｽﾃﾑ、コールセンターｼｽﾃﾑ、ネットバンク、地銀基幹ｼｽﾃﾑ、 
  都銀統合運用管理ｼｽﾃﾑ、損害保険代理店ｼｽﾃﾑ、証券取引所情報ｼｽﾃﾑ 

 【流  通（アパレル）】 

  受発注管理ｼｽﾃﾑ、商品管理ｼｽﾃﾑ、物流ｼｽﾃﾑ、配送ｼｽﾃﾑ、在庫管理ｼｽﾃﾑ、 

  顧客情報管理ｼｽﾃﾑ 

 【製  造】 

  企画、購買、生産技術、生産管理、在庫、原価、物流、販売代理店 

  海外（生産、物流、販売、代理店）、会計、人事 ｅｔｃ 

 【官公庁・自治体】 

  法務省不動産登記情報ｼｽﾃﾑ、中小企業共済ｼｽﾃﾑ、人事給与ｼｽﾃﾑ、 

  土木積算ｼｽﾃﾑ、税ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ、水道料金収納ｼｽﾃﾑ、電子決裁ワークフロー 

４ 

ご提供サービス 



インフラ設計構築 

開発 

運用・保守 

製品開発 

分野    

      工程 
要件定義 外部設計 

詳細設計～ 

ＰＧ～単体・結
合ﾃｽﾄ 

ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ 運用ﾃｽﾄ 運用保守 

アプリケーション開発技術 

運用・保守技術 

（ホスト・UNIX等） 

製品開発技術(ミドルウェア製品開発等）   

ｻｰﾊﾞ/DB/ﾈｯﾄﾜｰｸ構築技術 

◆弊社における分野および工程別による保有／経験技術をご紹介致します 

８ 

分野および工程別による保有／経験技術 



２．弊社のクラウドへの取り組みについて 



弊社がSaaSビジネスに参入した背景 

SI案件の先細りとビジネスレイヤーの低層化（の可能性） 

大手SIer 大手企業 

中小Sier、大手グループ企業 中小企業 

２、３次請けソフトベンダ 小企業 

大手SIer 

中小Sier、大手グループ企業 

２、３次請けソフトベンダ 

大手企業 

中小企業 

小企業 



弊社サービスのご紹介 

弊社のSaaSサービスのご紹介 

 
 ・Net Commonsをクラウド環境に構築し、運用、保守を提供するサービス 

 ・すべてOSSで構築 

 
 ・ホワイトリストに登録されていないアドレスに送信する場合に、上司承認が 

  必要となるメールゲートウェイ機能 

 ・JavaのOSSフレームワークを組み合わせた、当社独自フレームワークを利用 
 

 ・通信、レプリケーション、バックアップのソフトにOSSを利用 

 ・JavaのOSSフレームワークを組み合わせた、当社独自フレームワークを利用 

３製品すべて、設計～開発、リリースまでで３ヶ月程度 



２０１２年の計画 

クラウドでのトータルソリューション提供に向けた地盤づくり 

 
 ・他社との差別化 

 ・価格ラインナップ（より単価の高い製品を目指して） 
 

 ・トータルソリューションの提供（より高度なアプリケーション領域を目指す） 
 ・トータルなソリューションの実現には複数システムの組み合わせ必要 

 

 ・どういうサポートがいいのか？ 

 ・料金体系などは？ 

  

 ・従量課金の計算方法（いつ起点？、いつ締める？など） 
 ・請求書の発行（クレジット決済？電子決済？請求書？など） 
 



販売管理 

・引合見積 

・受注管理 

・出荷管理 

・売上管理 

生産管理 

・生産計画 

・製造管理 

在庫管理 

・入出庫管理 

・在庫移動/実地棚卸 

・製品管理 

・品目評価 

購買管理 

・見積依頼 

・発注管理 

・入荷管理 

・仕入管理 

人事給与管理 

・人事管理 

・給与管理 

固定資産管理 

・資産登録 

・減価償却 

・分割/移転/除却 

財務会計／業績管理 

・債権/債務管理 ・一般会計 

・財務諸表  ・業績管理 

OSS ERP  ： ADempiere 

OSS 

人事PKG 

 

Adempiereの人事給与機能は、
日本対応されていないため、国内
OSSの人事PKGと連携できるよう
にする。 

ECサイト連携 

 ・EC-CUBE 

品質確認 

・障害への対応 

・動作確認 

※自社導入適用
に向けた確認 

３、４Q製品開発に向けたプロトタイプ構築 

開発が必要な部分の洗い出しと設計実施 

３Qリリースに向けた開発／検証 

グループウェア（NetCommons） 
 ・ワークフロー 

グループウェア連携 

（ワークフロー） 

I/F開発 

CRM連携 

 ・SugarCRM 

 ・SalesForce 

I/F開発 

BI連携 

 ・Pentaho 

I/F開発 

SAMURAI CLOUD 

 ・認証連携 

２０１２年の計画 



３．Samurai Cloud 連携について 



クラウド市場の状況 

サーバのハウジングからクラウド型へ／ASPからSaaSへ 

データセンターを持っていないソフトウェ
アベンダーでも参入可能 

OSSの活用などにより、短期間、低コスト
でサービス化の実現が可能 

サービスの低コスト化による利用者の増
加（中小・零細企業など） 

企業ユーザからコンシューマまで利用者
層が拡大 

クラウド業者の増加 

海外クラウドベンダーとの競争 

クラウドの価格競争 

ユーザの選択肢が広くなってきている。  

低コストでシステムの利用が可能 

クラウドベンダーの状況 

SI、ソフトウェアベンダーの状況 

ユーザの状況 

ユーザのニーズへの対応、差別化が重要 

サービスの乱立？ 

薄利多売 

ベンダー ユーザ 



Samurai Cloud の可能性 

他クラウド上の他システムとの連携 

 

そうなると、ユーザＩＤ、ＵＩ（User Interface)、データの三位一体連携が重要。 

従来の１社択一のビジネスモデルから複数社で構築するソリューションへ変わっ
ていくのではないか？ 

クラウドサービスの統合クラウド、すなわち「グランドクラウド」の実現 



弊社のSamurai Cloud 連携対応について 

弊社SaaSのSamurai Cloud 連携の実装 

 ・JavaアプリケーションでのSAML対応 

 ・JavaアプリケーションでのOpenSocial対応（REST-API作成など・・・） 
 

 ・実装方法は未定。おそらくゴリゴリつないでしまうと思います（時間、工数の問題）。 

   ⇒本来はデータ連携基盤があった方が柔軟性も高く、他社サービスとの連携も可能 

 ・Talend、Casandra、Hadoop・・・（？） 
   ⇒ノウハウはNCWGで共有します。 

 

 ・Appストア的にシステムをインストールできれば、ユーザが更に使いやすくなる 

   ⇒ERPなんてそもそもインストールすれば使えるんでしたっけ？？ 

     という疑問はあります・・・。 

   



４．今後の課題について 



今後の課題 

 
  ・セキュアなクラウド間データ通信（通信の暗号化など） 
  ・セキュアなデータ保管（暗号化など） 
  ・そもそもデータの受け渡し方式（I/Fの標準化？） 
    ⇒ これから勉強していきます。。。 

 

  ・サポート窓口は一つが望ましいです。 

 

  ・請求は１つの業者からくるのが望ましい。支払先も１箇所がよいです。 

 



おわり 
 

ご清聴ありがとうございました。 


